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第 7 章 特許情報活用モデル 
 

 

7－1 特許情報活用モデル 

 
 本研究では、ヒアリングやアンケート等を通して、現時点における大学研究者の特許情報

活用実態を調査し委員会等で検討を重ねてきた。その結果、例えば対象者個人ベースで判断

しても、論文情報検索は研究者として必須の行動様式になっているが、調査対象者の約 6 割

が特許文献・情報の調査を全く行ったことがないと答えている。その一方で、一部のベテラ

ン研究者は、意識的あるいは無意識であるかを問わず、既に自分のものとした特許情報地図

を前提に研究活動を続けている。また、研究室単位で見ても、毎週、新規特許出願の検討会

を行っている研究室や、研究に入る段階で特許情報の検索と解釈を学生に課している先進的

な研究室もある。 
 これら、特許情報活用の目的は、研究分野、研究フェーズ、研究室総人員、研究室に所属

する研究者階層のバランス、指導者の研究マネジメント手法、研究内容と対応する産業界の

技術動向・・等々、多様な要因に対応して決定されるものである。ここでは、本調査研究で

浮上した特許情報活用の目的を下図にモデル化している。代表的事例のモデル化にとどまり

全てを網羅したものではないが、このモデルを念頭に研究者の特許情報活用促進や大学での

人材育成計画を立てることが望ましいと考える。 
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第 8 章 プロトタイプ e-learning ソフト 
 

 

8－1 プロトタイプ e-learning ソフト 

 
 ヒアリング調査では、特許情報取得に馴染みのない若手研究者から、検索スキルや特許情

報解釈等の研修を e-learning で受講したいという意見が表明された。特許情報や制度説明も

含めた e-learning ソフトの一例として、（独）工業所有権情報・研修館のホームページから

無償で提供されるソフトがある。これは、体系的な研修ソフトで採点機能まで組み込まれて

いるため大学研究者が利用しやすい。現状では発行される接続 ID 数に制限があるため、例

えば大学等の研究機関向けに何らかの形でシステムを貸与していただけたら、大学内で研究

者向けサービスに供して研究者の特許情報利用スキル改善に有益と考えられる。（独）工業所

有権情報・研修館の当該コンテンツは、特許等の情報検索研修用によく考えられた作品であ

る。そこで、今回開発する e-learning ソフトは、（独）工業所有権情報・研修館から提供さ

れているコンテンツの周辺部分を補完する形で、即ち、更に基本的な特許公報の解釈方法や、

特許情報と研究開発の関係等について制作した。なお、本プロトタイプソフトは山口大学の

ホームページから試験的に配信１）される。 
 

（図表 8－1）プロトタイプ e-learning ソフトの基本構成 

 
 
 
 
 
注）ビデオ教材配信は下記ＵＲＬ経由で行われる。   

http://t-kimura03.cc.yamaguchi-u.ac.jp/elvmenu1.htm 
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第 9章 結 語 
 

 

9－1 結 語 

 
 本研究は、大学研究者の多くが戦略的特許情報活用を行っていない状況を踏まえて、活用

されない理由を客観的に明らかにし若干の対応策を提示するものである。 
 研究者ヒアリングやアンケート調査の結果として、特許情報の研究活用が進まない理由と

して、おおむね当初の推測通り「従来からの慣行」「研究室運用で特許情報利用体制の未整備」

「データベース検索方法の習熟度」「特許情報自体に研究で利用しにくい特性がある」「特許

情報解釈スキル」「特許情報検索システムの問題」「特許情報マッピングスキルの問題」「特許

情報マッピンクの人的リソースの問題」「技術分野による特殊な問題」等の要因が確認された。

また、ヒアリング調査では研究歴の長短で、特許情報活用方法や特許制度の理解について特

徴があることが判明した。更に、工学部、理学部、農学部、医学部に対するアンケート調査

からは、現状分析と例えば特許情報活用に向けた多くの改善点が見えてきた。後者について

は、例えば、研究者が希望する特許検索システムは「全文フルテキスト検索機能」「概念検索

機能」「IPC 等の分類記号は使わずに自然な用語の入力で自動的に検索される機能」である
ことがわかる。また、研修のための e-learningの必要性も指摘され、これらを含めて本報告
書中で確認された事項について、システム側であるいは場合によっては政策的に対応するこ

とで状況が改善される可能性が高い。 
 今後の課題としては、特許情報活用モデルの研究者に対する普及活動や、それを前提とし

た研究室マネジメントのあり方の検討が残されている。なお、より現場サイドに視点を移す

と、具体的な特許マッピングの方法や個別の研究領域に特化した特許情報の読み方の研修体

制を整えることが必要と考えられる。 
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【参考資料】研究者アンケート設問 
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【資料】研究者アンケートの設問内容 
 
◎貴研究室について （問１～７は研究室のこととしてご回答ください） 

 

問 １） 貴研究室の所属部局（学部、大学院、学府、研究部門等）は次のどれに該当しますか？次の中から

最も近いものの項目番号に○をつけてください。なお、近いものがない場合あるいは判断に迷う場合は、２２．

その他項目に具体的に記述して下さい。 

１． 工学部（大学院 学府を含む、以下同じ）    ２． 理学部 

３． 理工学部の工学系     ４． 理工学部の理学系       ５． 農学部 

６． 医学部・歯学部     ７． 薬学部      ８． 鉱山学部       ９． 繊維学部 

１０． 人文学部           １１． 文理学部の人文系       １２． 文理学部の理学系 

１３． 情報学部           １４． 電気通信学部        １５． 社会情報学部 

１６． 教育学部文化系       １７． 教育学部理科系           １８． 人間科学部 

１９． 文学部             ２０． 法学部          ２１．経済学部 

２２． その他（具体的に：           ） 

 

問 ２）本設問は、もし可能であれば御記入下さい  貴研究室の所属部局中の学科名等を記述して下さい？    

（                                   ） 

 

問 ３）本設問は、もし可能であれば御記入下さい   貴研究室の人的配置数 

１． 教授 （   名） 

２． 助教授・講師・准教授 （   名） 

３． 助手 （   名） 

４． 技術職員（技術補佐員等を含む） （   名） 

５． 事務職員（事務補佐員等を含む） （   名） 

６． 研究員（外部共同研究員等を含む） （   名） 

７． 研究室配属の大学院修士課程学生 （   名） 

８． 研究室配属の大学院博士課程学生 （   名） 

９． 研究室配属の学部卒研生 （   名） 

１０． その他（具体的に：         ）（    名） 

 

問 ４） 研究室で最近３年間に特許出願をしましたか。 

１． 複数出願した （よろしければ件数を教えて下さい：     件） 

２． 出願した事はある 

３． 出願していない 

     出願していない場合、理由は何でしょうか（複数回答可） 

    ３－１ 特許出願に興味が無い 

３－２ 時間的余裕が無い 

３－３ 特許出願は手続きが面倒である 

３－４ 特許出願は事前調査が面倒である 

３－５ 特許より論文を重視している 

３－６ 研究内容に特許出願に相当する発明が含まれていない 

３－７ 研究内容が具体的な発明に直結する内容ではない 

３－８ 発明は完成しているが事業化でコスト回収ができる見込みが少ない 

３－９ 特許出願より無償で社会に公開することを優先したい 

３－１０ その他（具体的に：                    ） 

 

問 ５） 研究室で特許情報検索ないしは取得した特許情報の整理・検討を行っていますか。 

１．研究室組織として日常的に特許情報検索と整理・検討を行っている。 

２．研究室組織としてではないが、研究室メンバーの中に日常的に特許情報検索と整理・検討を行ってい
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る者がいる。 

３．日常的とまでは言えないが、研究室組織として特許情報検索と整理・検討を行なうことがある。 

４．日常的とまでは言えないが、研究室メンバーの中に特許情報検索と整理・検討を行なう者がいる。 

５．ごく稀に、研究室組織として特許情報検索と整理・検討を行なうことがある。 

６．ごく稀に、研究室メンバーの中に特許情報検索と整理・検討を行なう者がいる。 

７．研究室組織として特許情報検索と整理・検討を行なうことはない。 

８．研究室組織として、そして研究室メンバーで考えても特許情報検索と整理・検討を行なうことはない。 

 

問 ６） 研究室で最近３年間にどのくらい論文を発表されましたか。 

 １． ２０報以上     ２． ４～１９報     ３． ３報以下 

 

問 ７） 研究室で論文の検索調査の際によく利用するツールに○をつけて下さい（３カ所以内）。 

１．化学書資料館 https://www.chem-reference.com/ 

２．メディカルオンライン http://www1.meteo-intergate.com/library/ 

３．ＪＳＴ文献検索システム ＪＤｒｅａｍⅡ（Ｊｏｉｓ ＪＤｒｅａｍ） http://pr.jst.go.jp/jdream2/ 

４．ＧｅＮｉｉ（ジーニイ）  提供機関：国立情報学研究所 

５．Ｗｅｂ ｏｆ Ｓｃｉｅｎｃｅ  提供機関：Ｔｈｏｍｓｏｎ Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ 

６．Ｃｅｍｉｃａｌ Ａｂｓｔｒａｃｔｓ提供機関：Ｃｅｍｉｃａｌ Ａｂｓｔｒａｃｔｓ Ｓｅｒｖｉｃｅ 

７．ＳｃｉＦｉｎｄｅｒ（ＳｃｉＦｉｎｄｅｒ Ｓｃｈｏｌａｒ）   

提供機関：Ｃｅｍｉｃａｌ Ａｂｓｔｒａｃｔｓ Ｓｅｒｖｉｃｅ 

８．ＭＥＤＬＩＮＥ  Ｕ．Ｓ．Ｎａｔｉｏｎａｌ Ｌｉｂｒａｒｙ ｏｆ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ 

９．医中誌ＷＥＢ  提供機関：医学中央雑誌刊行会 http://www.jamas.gr.jp/database.htm 

１０．Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ Ａｂｓｔｒａｃｔｓ   

提供機関：ＢＩＯＳＩＳ（Ｔｈｏｍｓｏｎ Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ） 

１１．ＣｒｏｓｓＦＩｒｅ（Ｂｅｉｌｓｔｅｉｎ／Ｇｍｅｌｉｎ）   

提供機関：ＭＤＬ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｓｙｓｔｅｍｓ 

１２．ＭａｔｈＳｃｉＮｅｔ  提供機関：Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｍａｔｈｅｍａｔｉｃａｌ Ｓｏｃｉｅｔｙ 

１３．Ｚｅｎｔｒａｌｂｌａｔｔ ＭＡＴＨ  提供機関：欧州数学会他 

１４．Ｃｕｒｒｅｎｔ Ｃｏｎｔｅｎｔｓ  提供機関：Ｔｈｏｍｓｏｎ Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ 

１５．ＩＮＩＳ ｄａｔａｂａｓｅ   

提供機関：Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｎｕｃｌｅａｒ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｓｙｓｔｅｍ 

１６．Ｉｎｓｉｄｅ ｗｅｂ  提供機関：英国図書館（Ｔｈｅ Ｂｒｉｔｉｓｈ Ｌｉｂｒａｒｙ） 

１７．Ｂｒｉｔｉｓｈ Ｌｉｂｒａｒｙ Ｄｉｒｅｃｔ   

提供機関：英国図書館（Ｔｈｅ Ｂｒｉｔｉｓｈ Ｌｉｂｒａｒｙ） 

１８．Ｅｉ Ｃｏｍｐｅｎｄｅｘ Ｓｉｔｅ Ｅｎｃｈａｎｃｅｄ   

提供機関：Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｉｎｃ． 

１９．ＩＮＳＰＥＣ  提供機関：英国電気学会（ＩＥＥ） 

２０．Ｓｃｏｐｕｓ  提供機関：エルゼビア社 

２１．Ｇｏｏｇｌｅ Ｓｃｈｏｌａｒ  提供機関：ｇｏｏｇｌｅ 

２２．ＳＴＮ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ  提供機関：科学技術振興機構 

２３．その他（                                   ） 

 

 

 

問 ８） 回答者の方の役職あるいは学生の方は所属学年等について。 

１． 教授           ２． 助教授・講師・准教授        ３． 助手 

４． 技術職員（技術補佐員等を含む）       ５． 研究員（外部共同研究員等を含む） 

６． 大学院修士（博士前期）課程学生      ７． 大学院博士（博士後期）課程学生 

８． その他（具体的に：                             ）   

 

問 ９） 回答者の方の年齢について。 

◎ここから先は回答者御自身のこととしてご回答下さい 
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１． ２０才～２５才    ２． ２５才～２９才    ３． ３０台    ４． ４０台 

５． ５０台       ６．６０才以上      ７．６０才以上 

 

問 １０） 回答者の方の研究歴の長さについて。 

１． ５年未満       ２． ５年以上１０年未満     ３． １０年以上２０年未満 

４． ２０年以上 

 

問 １１） 回答者の方は最近３年間にどのくらい特許出願をしましたか。 

１． 複数出願した （よろしければ件数を教えて下さい：     件） 

２． 出願した事はある 

３． 出願していない 

     出願していない場合、理由は何でしょうか（複数回答可） 

    ３－１ 特許出願に興味が無い 

３－２ 時間的余裕が無い 

３－３ 特許出願は手続きが面倒である 

３－４ 特許出願は事前調査が面倒である 

３－５ 特許より論文を重視している 

３－６ 研究内容に特許出願に相当する発明が含まれていない 

３－７ 研究内容が具体的な発明に直結する内容ではない 

３－８ 発明は完成しているが事業化でコスト回収ができる見込みが少ない 

３－９ 特許出願より無償で社会に公開することを優先したい 

３－１０ その他（具体的に：                   ） 

 

問 １２） 回答者の方は最近３年間にどのくらい論文を発表されましたか。 

 １． ２０報以上     ２． ４～１９報     ３． ３報以下 

 

問 １３） 回答者の方が行っている研究テーマあるいは研究に対するお考えについて。 

 １． ご自身の研究が産業技術あるいは事業化に結びつくことを意識して研究を行っている。 

 ２． 大学では、産業技術あるいは事業化を意識しないで研究を行うべきである。 

 ３． どちらともいえない 

    「どちらともいえない」と回答した場合、その理由は何でしょうか。 

（                                ） 

問 １４） これまでに回答者が特許文献・情報の調査を行ったことがありますか。 

 １．行ったことがある  

 ２．研究室の他の担当者（研究室の他のメンバー等） に依頼して行っている 

   「研究室の他の担当者に依頼している」場合、その理由は何でしょうか。( 複数回答可) 

    ２－１ 特許文献・情報の調査方法がわからない 

    ２－２ 特許文献・情報は調査しづらいと感じている 

    ２－３ 時間的余裕がない 

    ２－４ 費用がかかる 

    ２－５ その他（具体的に：                                             ） 

 ３．全く行ったことがない（上記２．のケースを除く）  

   「全く行ったことがない」場合、その理由は何でしょうか。( 複数回答可)                      

    ３－１ 特許文献・情報の調査方法がわからない 

    ３－２ 特許文献・情報は調査しづらいと感じている 

    ３－３ 日々の活動で研究テーマに関連する情報は十分理解している 

    ３－４ 学術（技術）論文の調査で十分だと感じている 

    ３－５ 時間的余裕がない 

    ３－６ 費用がかかる 

    ３－７ その他（具体的に：                         ） 
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問 １５） 学術論文及び特許文献・情報の調査の際に、ご自身あるいは研究室の他の担当者に依頼した調査で

使用しているデータベースもしくはサービスは何ですか。 また、その平均的な利用頻度はどの程度ですか。（ 複

数回答可）                               

１．学会が提供する検索システム（具体的に：              ） 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

２．特許電子図書館(IPDL)  

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

３．PATOLIS  

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

４．NRIサイバーパテント 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

５．化学書資料館 https://www.chem-reference.com/ 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

６．メディカルオンライン http://www1.meteo-intergate.com/library/ 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

７．ＪＳＴ文献検索システム ＪＤｒｅａｍⅡ（Ｊｏｉｓ､ＪＤｒｅａｍ）  提供機関：科学技術振興機構 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

８．ＧｅＮｉｉ（ジーニイ）  提供機関：国立情報学研究所 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

９．Ｗｅｂ ｏｆ Ｓｃｉｅｎｃｅ  提供機関：Ｔｈｏｍｓｏｎ Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

１０．Ｃｅｍｉｃａｌ Ａｂｓｔｒａｃｔｓ   

提供機関：Ｃｅｍｉｃａｌ Ａｂｓｔｒａｃｔｓ Ｓｅｒｖｉｃｅ 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

１１．ＳｃｉＦｉｎｄｅｒ（ＳｃｉＦｉｎｄｅｒ Ｓｃｈｏｌａｒ）   

提供機関：Ｃｅｍｉｃａｌ Ａｂｓｔｒａｃｔｓ Ｓｅｒｖｉｃｅ 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

１２．ＭＥＤＬＩＮＥ  Ｕ．Ｓ．Ｎａｔｉｏｎａｌ Ｌｉｂｒａｒｙ ｏｆ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

１３．医中誌ＷＥＢ  提供機関：医学中央雑誌刊行会 http://www.jamas.gr.jp/database.htm 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

１４．Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ Ａｂｓｔｒａｃｔｓ   

提供機関：ＢＩＯＳＩＳ（Ｔｈｏｍｓｏｎ Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ） 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

１５．ＣｒｏｓｓＦＩｒｅ（Ｂｅｉｌｓｔｅｉｎ／Ｇｍｅｌｉｎ）   

提供機関：ＭＤＬ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｓｙｓｔｅｍｓ 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

１６．ＭａｔｈＳｃｉＮｅｔ  提供機関：Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｍａｔｈｅｍａｔｉｃａｌ Ｓｏｃｉｅｔｙ 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

１７．Ｚｅｎｔｒａｌｂｌａｔｔ ＭＡＴＨ  提供機関：欧州数学会他 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

１８．Ｃｕｒｒｅｎｔ Ｃｏｎｔｅｎｔｓ  提供機関：Ｔｈｏｍｓｏｎ Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

１９．ＩＮＩＳ ｄａｔａｂａｓｅ   

提供機関：Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｎｕｃｌｅａｒ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｓｙｓｔｅｍ 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

２０．Ｉｎｓｉｄｅ ｗｅｂ  提供機関：英国図書館（Ｔｈｅ Ｂｒｉｔｉｓｈ Ｌｉｂｒａｒｙ） 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

２１．Ｂｒｉｔｉｓｈ Ｌｉｂｒａｒｙ Ｄｉｒｅｃｔ   

提供機関：英国図書館（Ｔｈｅ Ｂｒｉｔｉｓｈ Ｌｉｂｒａｒｙ） 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 



 － １９６ －

２２．Ｅｉ Ｃｏｍｐｅｎｄｅｘ Ｓｉｔｅ Ｅｎｃｈａｎｃｅｄ   

提供機関：Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｉｎｃ． 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

２３．ＩＮＳＰＥＣ  提供機関：英国電気学会（ＩＥＥ） 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

２４．Ｓｃｏｐｕｓ  提供機関：エルゼビア社 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

２５．Ｇｏｏｇｌｅ Ｓｃｈｏｌａｒ  提供機関：ｇｏｏｇｌｅ 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

２６．ＳＴＮ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ  提供機関：科学技術振興機構 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

２７．Derwent W PI、Derwent Discovery  提供機関：Ｔｈｏｍｓｏｎ Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

２８．その他（具体的に：            ） 

研究１テーマあたり平均利用頻度     回     特許１件あたり平均利用頻度     回 

 

問 １６） 問 １５） で回答されたデータベースもしくはサービスを使用する理由について、利用頻度

の高いサービス順に問 １５） の選択肢番号で指定の上、ご回答ください（ａ．～ｃ．最大３つまで） 。 

ａ．サービス名（     番）（問 １５）の選択肢番号１～２８でご記入ください)  

 １． 検索対象データの範囲が広い、種類が多い 

 ２． 検索機能が充実している 

 ３． 印刷、表示等の機能が利用しやすい 

 ４． 無料もしくは低料金だから 

 ５． その他（具体的に：                                   ） 

サービスに対して要望する点もしくは問題と思われる点があれば具体的にお書きください。 

 

 

ｂ．サービス名（     番）（問 １５）の選択肢番号１～２８でご記入ください)  

 １． 検索対象データの範囲が広い、種類が多い 

 ２． 検索機能が充実している 

 ３． 印刷、表示等の機能が利用しやすい 

 ４． 無料もしくは低料金だから 

 ５． その他（具体的に：                                   ） 

サービスに対して要望する点もしくは問題と思われる点があれば具体的にお書きください。 

 

ｃ．サービス名（     番）（問 １５）の選択肢番号１～２８でご記入ください)  

 １． 検索対象データの範囲が広い、種類が多い 

 ２． 検索機能が充実している 

 ３． 印刷、表示等の機能が利用しやすい 

 ４． 無料もしくは低料金だから 

 ５． その他（具体的に：                                   ） 

サービスに対して要望する点もしくは問題と思われる点があれば具体的にお書きください。 

問 １７） 特許文献・情報を検索する際にどのような点が問題だと思われますか。 

１． 問題は無い 

２． 特許文献・情報の検索の難しさ 

「特許文献・情報の検索の難しさ」を選択した場合、特に問題と思うのは。（複数回答可） 

２－１ IPC 検索、FI 、F ターム検索が理解しにくい 

２－２ 必要な分類（IPC 、FI 、F タームなど） が見つけにくい 

２－３ 用語検索の結果がまちまちである 



 － １９７ －

２－４ なかなか希望する検索結果が得られない 

２－４ 回答の表示、印刷に手間がかかる 

２－５ 検索レスポンスが悪い、時間がかかる  

２－６ 利用に要する費用  

２－７ その他（具体的に：                 ） 

３． その他（具体的に：                   ） 

 

問 １８） 特許文献／情報を利用する際どのような点が問題だと思われますか。（複数回答可） 

１． 問題は無い  

２． 特許文献（特許公報） の難読性   

「特許文献（特許公報） の難読性」を選択した場合、特に問題と思うのは。（複数回答可） 

２－１ 要約   

２－２ 特許請求の範囲  

２－３ 発明の詳細な説明   

２－４ 特許請求の範囲と発明の詳細な説明との関係（ 各請求項が解決しようとする課題は何か、など） 

  

２－５ 特許文献で使用される用語の特殊性   

２－６ その他（具体的に：                    ） 

  ３． その他（具体的に：                           ） 

 

問 １９） 特許文献・情報を読む場合、どの部分を中心に精読されますか。(複数回答可) 

１． 出願人、発明者等の書誌的な部分 

２． 要 約 

３． 特許請求の範囲 

４． 発明の詳細な説明 

４－１ 技術分野     ４－２ 背景技術   ４－３発明が解決しようとする課題 

４－４ 発明の効果    ４－５ 発明を実施するための最良の形態(実施例) 

４－６ 産業上の利用可能性    ４－７ 図面の簡単な説明 

５．図 面 

 

問 ２０） 特許文献／情報を取得した後でパテントマップ（特許マップ）を利用していますか。 

１． パテントマップを利用した事がある                         

２． パテントマップの存在は知っている 

３． パテントマップを利用した事はない 

 

問 ２１） 今後、パテントマップを作成してみたいとお考えの方は、どのような手段で実施されますか。 

１． 自らが作成してみる 

２． 研究室スタッフに作成させる 

３． 外注する 

４．その他（具体的に：                                    ） 

 

問 ２２） 研究室で特許文献／情報の研究への活用に関する教育を実施（セミナー等への参加を含む）した

事がありますか。 

１． 実施した事がある（よろしければ具体的に：                        ） 

２． 実施した事はない 

３． 将来実施する必要があると考えている 

４． 実施する必要性を感じていない 

 

問 ２３） 特許文献・情報は、以下のような研究への活用法があるといわれていますが、考えられる該当項

目を選択してください。 

１． 研究テーマにおける具体的課題の絞り込み手段の一つとして      (３つまで選択可) 



 － １９８ －

２． 新たな研究テーマの探索手段の一つとして 

３． 産業技術の開発動向を把握する手段の一つとして 

４． 特許文献に記載されているデータや図面を参考にするために 

５． 自分の研究成果の産業技術上でのポジショニングを知る手段の一つとして 

６． 特定の発明者及びそのグループの最近の研究開発動向を知る手段の一つとして 

７． その他（具体的に：                          ） 

 

問 ２４） 特許文献・情報を研究で活用するために必要と思われる付加情報は何ですか(３つまで選択可) 

１． パテントマップ（特許マップ）等の整理された情報 

２． 特許情報の読み方、分析の仕方などのガイドブック 

３． 特定の特許文献と関係する学術論文等の文献情報 

４． 日本以外の特許文献へのアクセス方法等を記載したガイドブック 

５． 海外の特許文献も含めた特許マップ等の整理された情報 

６． その他（具体的に：                               ） 

 

問 ２５） 研究への活用で必要な情報(データ)の範囲について 

１． 現存する全文献       ２． 過去20年以内の(特許として権利期間がある)文献 

３． 過去１０年以内の文献      ４． 過去５年以内の文献 

  

問 ２６） 必要な情報検索等の機能について(4つまで選択可) 

１． 全文フルテキスト検索機能 

２． 同義語・類義語をカバーする類似検索機能（概念検索） 

３． IPC(国際特許分類)やFターム(機械検索用多観点ツール)などの分類検索機能 

４． IPCやFタームなどを知らなくても、文章入力だけで自動的に分類検索ができる機能 

５． 発明者名、出願人名、番号、日付などの書誌事項検索機能 

６． 特許請求の範囲の構造(複数個の請求項の間での構成要素の共有等)を明示する機能 

７． 特許請求の範囲と発明の詳細な説明との対応関係(各請求項の目的等)を明示する機能 

８．その他（                                    ） 

 

問 ２７） その他、今後の特許文献／ 情報の研究への活用方策についてご要望・意見があればお  

  聞かせください。 

 



【研 究 体 制】 
 
1．本研究の研究体制については、8 頁の詳述図を再掲する。 

 
  
2．上図委員を中心に委員会を 3 回開催した。その他、必要に応じて WG 会議を随時開催し

ている。 
①「大学における研究者用特許情報データベース活用モデルの構築と検証」第 1 回委員会 

日時：2006 年 6 月 30 日 15 時 30 分～17 時 30 分 
  場所：山口大学常磐キャンパス ベンチャー・ビジネス・ラボラトリ ３階会議室 
 

② 同 上  第 2 回委員会 
日時：2006 年 12 月 18 日 13 時 30 分～17 時 30 分 

  場所：山口大学常磐キャンパス ベンチャー・ビジネス・ラボラトリ ３階会議室 
 
 ③ 同 上  第 3 回委員会 

日時：2007 年 2 月 22 日 16 時 10 分～17 時 40 分 
  場所：山口大学常磐キャンパス ベンチャー・ビジネス・ラボラトリ ３階会議室 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
「大学における研究者用特許情報データベース活用モデルの構築と検証」委員 

（五十音順） 

 
因幡 哲男   山口大学 大学情報機構 メディア基盤センター 助手 

円田 竜太   山口大学大学院理工学研究科 システム設計工学系学域工学 
社会基盤工学分野 助手 

小柏 香穂理  山口大学 大学情報機構 メディア基盤センター 助手 
上西 研    山口大学大学院技術経営研究科 知的財産マネジメントコース 

教授（研究科長） 
木下 勝之 山口大学大学院理工学研究科 システム設計工学系学域工学 

機械設計工学分野 助手 
木村 友久 山口大学大学院技術経営研究科 知的財産マネジメントコース 

教授（研究代表者） 
栗原 健一   財団法人 日本産業技術振興協会 産業技術部 部長 
佐田 洋一郎    山口大学 知的財産本部部長 教授 
佐藤 荘助   山口大学 産学公連携機構 客員教授 
清水 則一   山口大学 地域共同研究開発センター長 教授 
堤 宏守    山口大学大学院医学系研究科 応用分子生命科学系学域工学 

生命分子工学分野 教授 
浜本 義彦   山口大学大学院医学系研究科 応用分子生命科学系学域工学 

生命分子工学分野 教授 
福井 喬一郎  山口大学大学院 理工学研究科 応用化学工学専攻 修士課程２年生 
藤田 悠介   山口大学大学院 医学系研究科 応用分子生命科学系学域工学 

生命分子工学分野 博士後期課程２年生 
古川 浩平   山口大学大学院理工学研究科 システム設計工学系学域工学 

社会基盤工学分野 教授 
松本 幸太郎  山口大学大学院理工学研究科 システム設計工学系学域工学 

社会基盤工学分野 助手 
三木 俊克   山口大学大学院理工学研究科 物質工学系学域工学 

量 子 デ バ イ ス 工 学 分 野  教 授

  
村田 卓也   山口大学大学院理工学研究科 物質工学系学域工学 

量子デバイス工学分野 助手 
村山 卓也   山口大学大学院医学系研究科 応用分子生命科学系学域工学 

生命分子工学分野  博士後期課程２年生 
森 浩喜    山口大学大学院医学系研究科  応用医工学系専攻  修士課程２年生 
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